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じ
り
じ
り
と
し
た
焦
燥
感
が
、
読
み
手
に
ま
で

伝
わ
っ
て
く
る
。

　
「
運
と
ツ
キ
さ
え
回
っ
て
く
れ
ば
、
五
〇
〇
万

円
を
五
億
円
に
増
や
す
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
。
目

の
前
に
あ
る
二
〇
億
円
を
三
〇
億
円
、
四
〇
億
円

に
ま
で
増
や
し
、
今
ま
で
の
借
金
を
す
べ
て
取
り

返
す
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
は
ず
だ
―
」

　

元
大
王
製
紙
会
長
の
井
川
意
高
氏
が
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
カ
ジ
ノ
で
二
〇
億
円
も
の
巨
額
の
カ
ネ
を
賭

け
、
わ
ず
か
四
八
時
間
で
失
っ
た
場
面
を
振
り
返
っ

た
「
熔
け
る
」（
双
葉
社
）
の
一
節
だ
。

　

井
川
氏
は
、
同
社
の
経
営
者
の
立
場
を
利
用
し

て
、
子
会
社
か
ら
カ
ジ
ノ
の
目
的
で
資
金
を
借
り

入
れ
た
。
こ
の
事
実
が
発
覚
し
て
東
京
地
検
特
捜

部
に
会
社
法
違
反
（
特
別
背
任
）
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
、
実
刑
判
決
が
確
定
。
収
監
さ
れ
た
。
総
額
に

し
て
一
〇
六
億
八
千
万
円
と
い
う
途
方
も
な
い
額

を
つ
ぎ
込
ん
だ
。「
私
が
重
度
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
患
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
告
白

し
て
い
る
。

　

北
海
道
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
田
辺
等

所
長
の
著
書
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
）
に
よ
る
と
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
、
ア

ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
依
存
症
と
で
病
的
な
言
動
パ

タ
ー
ン
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
。
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
は
、
大
勝
ち
し
た
経
験
か
ら
そ
の

快
感
を
繰
り
返
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
生
ま
れ
る

脳
内
麻
薬
系
の
働
き
と
し
て
説
明
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
。

散 射 韻

け
た
の
だ
ろ
う
。

　

道
の
試
算
に
よ
る
と
、
Ｉ
Ｒ
が
実
現
し
た
場
合

の
経
済
効
果
は
苫
小
牧
市
が
最
も
大
き
く
、
開
業

前
の
投
資
と
開
業
後
一
年
間
で
二
五
五
九
億
二
千

万
円
に
上
る
。
そ
の
半
面
で
、
例
え
ば
日
本
人
の

成
人
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
人
は
四
・
八
％
と
、

香
港
の
一
・
八
％
や
韓
国
の
〇
・
八
％
な
ど
と
比
べ

て
際
だ
っ
て
高
い
と
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。
炭
鉱
閉

山
後
の
地
域
振
興
策
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
に
カ
ジ

ノ
を
誘
致
し
た
韓
国
の
江
原
道
で
は
、
市
街
地
に

は
質
店
と
飲
み
屋
が
目
立
ち
、
依
存
症
患
者
向
け

の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
相
談
者
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

法
案
で
は
、
規
制
の
徹
底
や
日
本
人
へ
の
入
場

規
制
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
る
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
試
算
の
通
り
、
Ｉ
Ｒ
が
地
域
経
済
に
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
競
馬
や
競
輪
な
ど
が
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
カ
ジ
ノ
を
ダ
メ

だ
と
線
引
き
す
る
理
屈
も
簡
単
に
は
つ
か
な
い
。

　

た
だ
、
道
の
観
光
政
策
と
し
て
、
自
然
と
共
生

し
、
つ
つ
ま
し
い
暮
ら
し
を
送
っ
て
き
た
ア
イ
ヌ

民
族
の
文
化
を
売
り
に
す
る
一
方
で
、
人
間
の
欲

望
を
あ
お
る
側
面
の
あ
る
カ
ジ
ノ
も
誘
致
す
る
の

で
は
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。

高
橋
知
事
は
「
北
海
道
型
の
Ｉ
Ｒ
」
な
る
も
の
を

探
る
が
、
雄
大
な
自
然
と
華
美
を
極
め
る
カ
ジ
ノ

の
ネ
オ
ン
が
調
和
す
る
の
か
。
誘
致
の
是
非
を
考

え
る
際
、
存
外
そ
ん
な
違
和
感
が
大
事
な
気
が
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

聖＞

　

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
カ
ジ
ノ
を
中
心
と
す

る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
の
整
備
推
進

法
案
に
つ
い
て
、
今
臨
時
国
会
で
の
成
立
を
目
指

す
動
き
が
活
発
化
し
て
き
た
。こ
れ
ま
で
慎
重
だ
っ

た
公
明
党
が
審
議
入
り
に
柔
軟
姿
勢
を
見
せ
始
め

て
い
る
。

　

な
ぜ
カ
ジ
ノ
誘
致
な
の
か
。
法
案
に
は
Ｉ
Ｒ
の

整
備
が
「
観
光
及
び
地
域
経
済
の
振
興
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、財
政
の
改
善
に
資
す
る
」
と
あ
る
。

政
府
・
与
党
内
に
は
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
景
気
浮
揚
策
と
し
て
、
富

裕
層
を
中
心
と
し
た
訪
日
外
国
人
の
さ
ら
な
る
増

加
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

一
〇
月
一
二
日
、
誘
致
を
進
め
る
国
際
観
光
産

業
振
興
議
員
連
盟
の
総
会
で
は
自
民
、
民
進
、
公

明
、
日
本
維
新
の
会
の
各
党
議
員
や
代
理
の
約
二

百
人
が
気
勢
を
上
げ
た
。
自
治
体
で
は
大
阪
府
の

松
井
一
郎
知
事
や
長
崎
県
副
知
事
の
ほ
か
、
北
海

道
か
ら
辻
泰
弘
副
知
事
や
苫
小
牧
、
釧
路
両
市
の

関
係
者
も
出
席
し
た
と
い
う
。
道
内
で
は
、
後
志

管
内
留
寿
都
村
に
も
誘
致
の
動
き
が
あ
る
。

　

た
だ
、
道
内
を
見
る
と
、
カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ
い

て
議
論
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

　

道
は
一
四
年
、
全
道
で
Ｉ
Ｒ
に
関
す
る
問
題
点

や
利
点
を
考
え
る
道
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
た

が
、
一
五
年
四
月
の
道
知
事
選
に
立
候
補
し
た
高

橋
は
る
み
知
事
は
、
選
挙
戦
で
カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ

い
て
前
面
に
掲
げ
ず
、
誘
致
の
態
度
は
曖
昧
だ
っ

た
。
反
対
論
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
争
点
化
を
避

「北海道らしい」カジノ？


